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第三者評価結果　
事業所名：一之宮愛児園

共通評価基準（45項目）
Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。 第三者評価結果

【１】
Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

a

＜コメント＞

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。 第三者評価結果

【２】
Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

b

＜コメント＞

【３】
Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

b

＜コメント＞

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 第三者評価結果

【４】
Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

b

＜コメント＞

【５】
Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

b

＜コメント＞
単年度の事業計画は、園の特色や重点目標を明示し、園の保育の方向性を全職員で確認しています。計画の表記は、具体的な内容と
なっており、検証・評価が可能となっています。クラスの状況・子どもの様子・園を取り巻く環境の変化等を反映しています。中・長
期計画を踏まえての園独自の事業計画への反映は課題となっています。事業計画内の重点目標で、継続的に取り組むべきとして「地域
貢献」や「保育の質の向上」を掲げています。

パンフレット、重要事項説明書（入園のしおり）、法人・園のホームページ等に、園の目指す方向としての理念・保育方針等が明記さ
れています。理念は玄関、各保育室、職員休憩室にも掲示しています。職員は、法人の階層別研修の中で周知しています。理念や基本
方針は保育の基礎となる指導計画の基なので、毎年、職員会議で確認をしています。また、保護者には入園時や、保護者懇談会等で説
明しています。

社会福祉事業全体の動向について、施設長は、法人の保育部門会議で外部環境の変化を把握・分析してバランススコアカード（BSC)を
作成し、法人内の他の園と情報交換を行っています。保育のコストや利用者の推移等も報告しています。園長は、幼保小連絡会や園長
会議等に出席し、寒川町子育て支援課から町内の待機児童の動向や地域福祉ニーズの情報を入手しています。園全体で経営環境の周
知・把握することが課題となっています。

事業報告書、決算書をもとに、施設長会議で各項目の現状報告・分析等を行い、改善すべき問題点を明らかにしています。0歳児入所
の減少や保育士不足が課題ですが、法人内で作成したフリーペーパーやクリアファイルを利用して人材の確保を図っています。法人
は、施設長会議を毎月開催し、改善すべき課題や問題点を共有しています。職員への周知を図っていますが、まだ限定的です。課組織
的に、題の解決・改善に向けて取り組んで行くことが望まれます。

法人は、保育にかかわる政策の方向性を見通し、保護者のニーズや職員、各保育園からの意見などを踏まえて、中・長期計画を策定
し、事業を計画的に実施しています。計画書の各事業、活動は、具体的な内容で、事後の検証・評価が可能となっています。中・長期
計画を振り返り、検証・評価して見直すことは、毎年度行われてはいません。



【６】
Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

b

＜コメント＞

【７】
Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

b

＜コメント＞

４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 第三者評価結果

【８】
Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

b

＜コメント＞

【９】
Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。

b

＜コメント＞

Ⅱ　組織の運営管理
１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】
Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。

b

＜コメント＞

（２）　事業計画が適切に策定されている。

事業計画は、前年度の反省を基に、職員の意見の集約・反映の下で策定されています。職員会議で職員に説明し周知しています。特に
取り組むべき課題や方向性については、様々な話し合いの場を設けることで理解、浸透が図られるよう取り組んでいます。事業計画が
計画通り遂行されているかの実施状況の把握や評価、見直しは、その都度職員会議で話し合っています。しかし、理解が十分でない部
分もあり、職員への周知が課題となっています。今後も職員への周知に取り組まれることを期待します。

事業計画について入園前の保護者に説明会を行い、玄関に掲示しています。年間行事計画、苦情解決や、個人情報の保護等主な内容に
ついては、各家庭に配布するとともに掲示を行い、周知しています。しかし保護者にわかりやすくという視点での作成はされていませ
ん。今後、事業計画作成時の工夫に期待します。

園ではPDCAサイクルを通じて、保育の質の向上に向け、職員の自己評価や第三者評価の受審等、組織的に取り組んでいます。指導計画
をもとに保育を行い、年齢会議、乳幼児部門会議、職員会議で問題点や課題を見出し、話し合い、また自己評価チェック表、振り返り
シートを利用して振り返りを行っています。園は年1回自己評価を行う等、保育の振り返りを行っています。今年度、第三者評価を受
審し、課題等がある場合は解決のための取組を行う予定です。今後、組織として課題を検討する場を位置づけることが期待されます。

評価結果を分析した結果やそれに基づく課題は文章化され、会議で職員に配布し、周知しています。評価結果から明確になった課題に
ついて、職員が参画し、職員会議等で改善策や改善計画を策定していますが、周知や理解が課題となっています。園の重点目標は園だ
よりで伝えると共に、園の重点目標をもとにクラス目標を立て、４月の懇談会で保護者に今年度の取組を伝えています。

（１）　管理者の責任が明確にされている。

施設長は年度当初、事業計画をもとに職員会議において、経営や管理に対する具体的な取組を明確にしています。法人の職務権限規程
や自園の事務分担表で施設長の権限、責任を知らせていますが、明文化による周知に課題があります。非常時、施設長不在の際は、主
任保育士が代行すると明確にしています。



【11】
Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

b

＜コメント＞

【12】
Ⅱ-１-（２）-①
保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

【13】
Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

b

＜コメント＞

２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】
Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

b

＜コメント＞

【15】
Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

b

＜コメント＞

【16】
Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

a

＜コメント＞

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

施設長は、社会福祉法人の職員、認可保育園の管理者、労務管理の責任者の立場から、最新の児童福祉法をはじめ保育所保育指針など
関係法令・通知・基準の改正事項を、保育の専門誌や法人施設長会議等の提供資料から把握し、遵守しています。さらに職員とともに
環境配慮の観点からごみの分別、エコキャップの回収、廃材利用、節電・節水などに取り組んでいます。職員に対して、職員会議で業
務マニュアルの読み合わせ等を行っていますが、具体的な取組は十分ではありません。

（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

施設長は、定期的に、保育の質の維持・向上に関する課題を把握し、改善に向けた取り組みを行っています。各指導計画や週案及び保
育日誌等を確認し、適切な保育ができているかどうか保育現場を巡回しています。課題があると感じた時は職員間で共有すると共に改
善のための話し合いを行っています。保育の質の向上については、研修計画表をもとに、キャリアアップ研修や、階層別研修への受講
を勧めています。

施設長は、経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮し、法人施設長会議で職員確保状況や財務状況を報告したり、課題
分析等を行っています。業務の実効性を高める活動は、職員の理解に課題があります。施設長はクラスの様子や職員の状況を把握し、
人員配置や働きやすい環境整備に努めています。また、非常勤職員も含めたシフトの作成により、職員の負担軽減・残業軽減に努めて
います。

法人として事業計画に必要な人材確保に関する考え方が確立しています。具体的には、復職支援講座を開催し、潜在保育士の現場復帰
につなげたり、法人のホームページに求人を掲載し、人材確保に取り組んでいます。計画的に養成校を訪問し、施設を紹介し、クリア
ファイルとともに実習生に配布して人材確保に努めています。しかし、十分に確保できていません。

法人の理念である「人権を尊重します」、「幸せであるためのサポートをします」、「地域社会と共生していきます」に基づいた福祉
サービスを提供する職員を「期待する職員像」とし、職員心得に明記しています。職員は「職員育成目安表」により、専門職としての
将来像を描きながら保育実践、研修を通じて職業能力の開発に努めています。「職員育成目安表」では職種ごとに階層別に必要とされ
る技術や役割を明記し、施設長や主任保育士との面談により評価しています。就業規則に人事に関する基準が明記されていて、職員が
自らの将来の姿を描くことができるような総合的な仕組みがあります。人事基準などへの職員への周知と理解に課題があります。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

施設長は職員の有給休暇や労働時間のデータ等を毎月必ず確認し、職員の就業状況を把握し、業務時間の平準化につなげています。シ
フトはワーク・ライフ・バランスに配慮して作成しています。多様な価値観や働き方に配慮し、働きやすい職場環境作りに努め、有給
休暇の取得の促進や、時間外労働の把握、縮減促進、育児時短勤務などに取り組んでいます。法人にハラスメント相談窓口を設け、園
内でも職員面談を行いながら、相談しやすく働きやすい職場づくりに取り組んでいます。



【17】
Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

b

＜コメント＞

【18】
Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されている。

a

＜コメント＞

【19】
Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

a

＜コメント＞

【20】
Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組をしている。

b

＜コメント＞

３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】
Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

b

＜コメント＞
法人、園のホームページに、法人、保育所の理念、基本方針、保育内容等を公開し、積極的に情報提供しています。寒川町ホームペー
ジにも情報公開されています。また、玄関に重要事項説明書（入園のしおり）を置き、入園説明会等でも運営内容・書類関係の説明を
行っています。情報公開については十分でなく、課題を感じています。今回の第三者評価の受審結果は公表する予定です。地域に向け
た発信は大切だと考えており、園の理念・基本方針・活動等を説明したパンフレット等で存在意義や役割を明確にしています。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

園では「期待する職員像」を明確にし、職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが構築されていますが、職員の理解に課題がありま
す。目標管理の体制としては、全職員から年度始めに自己分析シートを提出してもらい、年度末に評価、反省など振り返りを行ってい
ます。振り返りは自己分析シートに基づいて行い、施設長との面談で来年度の目標等について確認を行っています。園の目標や方針を
徹底し、日頃のコミュニケーションにより職員一人ひとりの目標が明確にされています。

園では、「期待する職員像」を定め、事業計画や「職員の心得」でも明確にしています。階層別に望ましい職員像を示すとともに、社
会人としての基本事項を明示し、キャリアパスイメージには、必要とされる専門技術を示しています。毎年研修計画を見直し、園全体
で課題としているテーマに応じて研修計画を作成しています。園内研修のほか、職員に外部の集合研修・オンライン研修に参加しても
らい、個人の職業能力の開発を支援しています。研修計画は、年度ごとに見直し、必要な研修に参加できるようにしています。

施設長は職員の知識や技術、経験、資格などを把握し、過去に履修した研修を踏まえ、研修計画を策定しています。研修計画表では、
階層別、年齢別、テーマ別、職種別に配慮し、外部研修についても受講を勧めています。職員の経験や習熟度に配慮した個別的なOJT
も実施しています。また、職員一人ひとりが研修に参加しやすいよう、シフトの調整等に配慮し、キャリアアップ研修等に参加できる
よう積極的に支援しています。ネット環境も整備し、Web研修にも参加しやすくしています。

（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

実習生受け入れマニュアルを整備し、積極的な受け入れや、基本方針等を明確にしています。主任が担当となり、保育士養成校と連携
を取りながら、調整を行っています。効果的な実習となるよう学校側と確認を取りながら必要なプログラムを整備して対応していま
す。指導担当の主任は実習期間中は、専門職であることを意識した指導を心掛け、有意義な実習となるよう継続的に支援しています。
今後は、指導者に対する研修の実施が期待されます。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



【22】
Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

a

＜コメント＞

４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】
Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【24】
Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

a

＜コメント＞

【25】
Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。

b

＜コメント＞

【26】
Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

a

＜コメント＞

【27】
Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

a

＜コメント＞

法人では経理規程を設定し、これに従って社会福祉法人の施設会計処理を行っています。職務分担表には、階層別に役割・職務内容が
示され、権限が明確となっています。施設長は月次報告として、出勤簿、入所状況、保護者徴収簿、小口現金帳簿などを法人に報告し
ています。法人では、毎年度、監事による業務・会計監査を受けるほか、年間を通じて会計士による財務指導を受けています。日ごろ
から会計についての支援を受け、適正な事務処理、運営を行っています。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

法人理念の中で「地域社会と共生していきます」を掲げ、事業計画、保育園のしおり等に明記しています。地域のJAの畑を利用したさ
つま芋の苗植えや芋掘り、すいせんの球根を植える活動、冬のひまわり見学のお誘いなど、地域の方と一緒に楽しむ活動にも多く参加
しています。寒川町のファミリーサポーターの会員養成講師として、地域支援をしています。

ボランティア受け入れマニュアルを整備し、ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明文化しています。保育園への理解を深め、地
域社会との架け橋、窓口になると記載されています。事業計画に小・中・高校生等の社会体験・職場体験等への協力も明記し、実施し
ています。ボランティア受け入れマニュアルに基づき、関係機関と連携をとり、事前にオリエンテーションを実施して個人情報の取扱
いなどを伝えています。実施後はアンケートを行い、結果を今後の実施内容に生かしてしています。

（２）　関係機関との連携が確保されている。

園では、小児科などの医療機関や消防署、警察署、寒川町子育て支援課、寒川町子育て支援センター、寒川町ファミリー・サポート・
センター等などの関係機関のリストを作成し、事務室に常備しています。リストについては職員会議等で、全職員が共有しています。
特に、家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応については、速やかに行政や神奈川県中央児童相談所へ連絡が取れる体制を
整えています。地域の課題解決に向けて、施設長会議や保育園事業者団体と協働して取り組んでいますが、その他の機関との連携に課
題があります。

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

施設長は定期的に寒川町内の法人の園長会や事業者団体の地区会議に出席し、地域の保護者ニーズや福祉の現状、他の保育園の取組な
ど、情報の収集に努めています。収集したニーズ情報は職員会議で共有し、地域の課題解決に向けて、園でできる活動などを検討して
います。コロナ禍で一部制限はあるものの、「保育園で遊ぼう」では、育児相談、園庭開放、交流保育などを実施し、地域の親子との
交流、支援に取り組んでいます。法人の強みを活かして多様な地域住民の相談に結びつけるなどしています。

全体的な計画に地域社会との連携や防災対策での連携を明示しています。地域のニーズに沿って一時保育に取り組んでいます。防災に
ついては、ＡＥＤ設置を掲示板で知らせたり、地域住民の避難所となることも視野に入れ、支援できる準備をしています。主任保育士
が中心となり、地域の子育て家庭の居場所づくりとして、「保育園で遊ぼう」や園庭開放を行っています。地域住民の方にクリスマス
会や、どんど焼きなどの行事のお誘いをしています。コロナ禍のため一部実施できていませんが、地域の方にお声がけ頂き、地域に出
て芋苗植えや球根植えなどを行っています。



Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
１　利用者本位の福祉サービス

（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。 第三者評価結果

【28】
Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【29】
Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

b

＜コメント＞

【30】
Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。

a

＜コメント＞

【31】
Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

a

＜コメント＞

【32】
Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

b

＜コメント＞

【33】
Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

保育方針に、子どもを人格のあるひとりの人間として尊重し、理解していくと掲げており、「保育園のしおり」に明示し、保護者に周
知しています。また、園玄関や各保育室にも掲示し、保護者と職員の目に留まるようにしています。職員は年度初めの職員会議で基本
方針・保育目標を確認し、職員間の保育観や人権尊重についての認識のすり合わせをしています。職員は法人内研修で、福祉サービス
の基本理念と職業倫理の基本を受講して知識を得ており、職員全員で子どもを尊重した保育に取り組んでいます。

プライバシー保護に関するマニュアルが整備されており、職員会議などで共通理解のもとに保育に努めています。身体検査や園庭での
プール遊びの際は、少人数で着替えるようにしています。玄関横にある子ども用トイレの外にスペースがあるため、トイレ後ズボンを
外で履くことがあります。玄関横で来訪者もありますので、玄関から子どもが見えないようにする工夫が望まれます。

園のホームページは、写真を活用し保育内容や設備を視覚的にわかりやすく掲載しており、パンフレットは寒川町役場、健康管理セン
ター、子育て支援センターに置き、必要な情報を積極的に提供しています。園見学の希望者には主任が対応しており、法人理念や基本
方針が明示されたパンフレットに沿って、説明しています。園内の見学は午前中の1時間程度を目安としており、園内見学時は新型コ
ロナウイルス感染防止に十分配慮して案内をしています。見学者からの質問などにも、一つひとつ丁寧な説明を心掛けています。

入園の際に、「保育園のしおり」で持ち物などをイラスト入りでわかりやすく明示しています。また、重要事項説明書に沿って保育施
設の概要や保育における基本的なルールの説明を行い、個人情報の取り扱いなどについて意向確認・同意を確認しています。日本語に
不慣れな保護者には、漢字にルビを振ったり、通訳の方に同席してもらって内容をわかりやすく説明するようにするなど、丁寧な対応
を心掛けています。アレルギー疾患のある児童の受け入れ時は、保護者の要望や状況に応じて柔軟に対応するよう努めています。

寒川町にある、 同じ法人の保育所への変更の時は、主任保育士会を利用して引き継ぎなどを行っていますが、他市町に転園する際の
引き継ぎなどは行政が行っています。保護者には、転園や卒園した後も相談に応じることを口頭で伝えており、転園した先から問い合
わせがあった場合は、必要に応じて保育の継続性に配慮した対応に努めています。

園では、「明日も来たいな。と思える園づくり」を目指して取り組んでいます。保護者の意向を把握するため、個人面談を全員対象に
上半期に1回、さらに希望者は下半期に1回行っています。行事後の感想などは連絡帳でやり取りしており、送迎時の会話から保護者の
満足を把握するようにしています。日々の保育の中で子どもの表情や集中力、言葉などから子どもの気持ちを理解するように努めてい
ます。

（３）　利用者満足の向上に努めている。



【34】
Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

b

【判断した理由・特記事項等】

【35】
Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

a

＜コメント＞

【36】
Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

b

＜コメント＞

【37】
Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。

b

＜コメント＞

【38】
Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【39】
Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

a

＜コメント＞

（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

「保育園のしおり」に苦情解決の仕組みについて明示しており、入園時に説明しています。年度初めに、全家庭に、苦情解決の仕組み
をフロー図でわかりやすく説明してあるお知らせを配布しています。園には、意見・苦情を受け付けた際の手順と受付書が定められて
おり、対応と経過を詳細に記録し、職員会議等で職員に周知を図り、速やかに園全体で対応して取り組む仕組みを構築しています。

日ごろから保護者と良好な関係を築けるよう心がけており、保護者からの相談や問い合わせには、いつでも対応しています。相談窓口
が複数あることを周知しており、担任保育士に限らず、食に関する相談には調理師も一緒に相談を受けることがあります。アレルギー
疾患児に提供される給食の代替えおよび除去食の相談や、離乳食の移行など、園と家庭で連携を図って進めています。

日頃から連絡帳や送迎時に保護者とのコミュニケーションを大切にし、相談や要望を述べやすい雰囲気づくりに努めています。玄関に
は意見箱を設置しており、意見・要望を言いやすい環境を整えています。保護者への周知方法など、意見を取り入れる仕組み作りが期
待されます。

園では、4ヶ所に防犯カメラを設置しており、安全対策に取り組んでいます。また、事故対応マニュアルを定め、事故の予防と対応方
法について手順を明確にしています。リスクマネジメントに関する委員会や責任体制の組織化は課題となっています。緊急時や災害時
に落ち着いて対応ができるよう、電話機の近くにマニュアルを貼っており、いつでも誰でもが対応できるようにしています。事故報告
書や、ヒヤリハット報告書は、職員会議などで情報共有しており、年度末に分析し対策を検討しています。緊急時、災害時は施設長や
主任保育士が責任者となり、連絡体制を明確にしています。

感染症対応マニュアルを定め、感染症の予防や発生時の対応方法について職員へ周知を図っています。法人では、基本業務マニュアル
による研修を行っており、職員全員が受講しています。園内研修では、嘔吐物の処理方法を確認しています。職員は、感染症予防のた
め、安全確認シートで玩具や室内の消毒の実施状況を確認しています。保護者には、園内での発生している感染症名や感染者数を玄関
に掲示して情報提供しています。

事業計画に防災計画が策定されており、毎月の避難訓練の項目と目標が明示されています。また、年1回、保護者の協力のもと、寒川
町の小学校・幼稚園・保育園合同で、緊急時園児引き渡し訓練を行っています。アプリの登録と手順書を配布して、保護者、職員の安
否確認の方法を定めています。園内に災害専用ダイヤルを設置しています。園では災害時事業継続マニュアルに基づき備蓄品リストを
作成しています。



２　福祉サービスの質の確保

（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 第三者評価結果

【40】
Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

b

＜コメント＞

【41】
Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

a

＜コメント＞

【42】
Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

b

＜コメント＞

【43】
Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

b

＜コメント＞

【44】
Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

b

＜コメント＞

【45】
Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

a

＜コメント＞

寒川町内の法人の3保育園共通の保育マニュアルが整備されています。マニュアルは個別案件が中心であり、標準的な実施方法が盛り
込まれていません。職員はマニュアルを1冊ずつ持っており、常に確認できるようにしています。マニュアルを共通理解しているた
め、担任以外の職員でも、いつでもフォローできる体制が整っています。日誌や指導案の反省を、主任保育士、施設長が確認していま
す。

法人では、個人情報に関する基本方針を、園では、個人情報の利用目的について定めています。保護者に個人情報の利用目的を示した
うえで、個人情報の使用に係る同意書を提出してもらい管理しています。子どもに関する記録の管理体制を整えて適切に情報管理をし
ており、入園から退園までの期間保管しています。職員の心得にも個人情報についての記載があり、職員全員が法人内研修の個人情報
保護研修を受けています。

年度末に行事の検証や書類の見直しを行って、次年度計画に反映させています。保育の内容についてはクラス会議で話し合いを行い、
リーダー会議や職員会議で情報共有しています。標準的な実施方法についてのマニュアルが整備されており、文書とイラストを使用し
て職員が共通理解できるよう工夫して作成しています。年度末には保護者アンケートを行い、保護者からの意見や要望などを検討する
仕組みになっています。

（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

入園時に保護者から提出された児童票で、子どもの成育歴や既往歴、発達課程などを把握しています。アセスメントを実施しています
が、その手順や参加者などは明文化していません。保護者とは日々の連絡帳や登降園時の会話で家庭や園での様子を情報交換していま
す。把握された内容は職員会議等で共有しています。子ども一人ひとりに配慮した指導計画を適切に作成しています。アレルギー疾患
児には栄養士や調理員も参加し見直しを行っています。

週案は毎週、月案は毎月、クラス会議で話し合い見直しをしています。年齢毎に1年の期を変えており、0歳児は12期（毎月）、1、2歳
児は7期（4月と5月移行は2ヶ月単位）、3～5歳児は4期に分けて反省と振り返りをしています。子ども・保護者のニーズを把握するア
ンケートを年1回行っていますが、見直し時期によっては保護者の希望や要望が取り入れられずにいます。指導計画の見直しにあた
り、保護者の意向を把握する仕組みの検討が望まれます。

（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

子どもの保育内容は個別に記録しており、適切に保管されています。個人別指導計画や保育経過記録には、発達状況や生活状況も記録
しています。職員により記録の書き方に差異が無いよう、園内で記録の書き方の研修をクラス会議・年齢会議で行っており、適切な保
育情報の記録を行っています。記録は、主任保育士、施設長が確認して、職員会議などで情報共有しています。今は紙媒体を主にして
いますが、電子媒体など迅速に情報共有できる仕組みの検討が望まれます。


